
議案第３号 

富山県立大学同窓会会則変更（案） 

（会則変更箇所対照表）         

現  行  条  文 改  定  後  条  文 

第１章 名称・目的・事務局 
第1条 本会は、富山県立大学同窓会と称する。 

第2条 本会は、会員相互の親睦を計るとともに、富

山県立大学の発展に寄与することを目的と

する。 

第3条 本会の事務局は、富山県立大学内に置く。 

第 2章 会 員 

第4条 本会は、次の者を会員として組織する。 

（１） 正会員 富山県立大学及び富山県立大学大

学院工学研究科・短期大学部専攻科卒業生、

富山県立技術短期大学及び富山県立大谷技

術短期大学の卒業生または役員会の承認を

得た者 

（２） 準会員 富山県立大学学生及び富山県立大

学大学院工学研究科生 

（３） 特別会員 富山県立大学現旧教職員並びに

富山県立技術短期大学または富山県立大谷

技術短期大学旧教職員 

２．全会員は、本会の円滑なる運営と一層の発展に

努めなければならない。 

第 3章 役 員 

第5条 本会に次の役員を置く。 

（１） 会 長 1名 

（２） 副会長 若干名 

（３） 理 事 若干名 

（４） 監 事 若干名 

２．役員は、正会員のうちから総会において選出す

る。 

第 6 条 役員の任期は 2 年とし、再任を妨げない。た

だし、任期途中で就任した役員の任期は、前任者の残任

期間とする。 

第 7条 役員の職務は次のとおりとする。 

（２） 会 長 本会を代表し、会務を総理する。 

（３） 副会長 会長を補佐し、会長に支障のある

ときはその職務を代行する。 

（４） 理 事 本会の重要な事項を協議する。 

（５） 監 事 会務及び会計を監査する。 

第 8条 本会に、名誉会員及び顧問を若干名置くことが
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できる。 

  ２．名誉会長は、富山県立大学学長がこれにあたる。 

顧問は、役員会の推薦に基づき会長が委嘱す

る。 

３．名誉会長及び顧問は、本会の運営等について

会長の諮問に応ずるものとする。 

第 4章 会 議 

第9条  会議は、総会及び役員会とし、会議の議事は

出席者の過半数をもって決する。 

  ２．会議は、会長が召集し、議長となる。 

  ３．役員会は、会長・副会長・理事・監事をもって

構成し、会長が必要と認めるときに召集する。 

第 5章 総 会 

第 10条 総会は、毎年 1回会長が招集し、次の事項を

議決する。 

（１） 役員の選出に関すること。 

（２） 会則の変更に関すること。 

（３） 事業に関すること。 

（４） 本会の収支予算及び決算に関すること。 

（５） その他。 

２．会長は、前項の規定にかかわらず必要と認めた

ときは、臨時総会を開くことができる。 

第 6章 事 業 

第 11条 本会は、会報及び会員名簿を刊行する。 

第 12条 本会は、前条のほか臨時に役員会の決定によ

り、次の事業を行うことができる。 

（１） 本会会員または関係者で本会に特に功労が

あったと認められた者に謝礼の贈呈または

表彰。 

（２） 本会に寄付またはそれと同等の行為を行っ

た者に謝礼の贈呈。 

（３） 会員外の者で、本会の依頼により本会の事

業に従事し、あるいは支援した者に謝礼の

贈呈。 

（４） 会員の死亡、あるいは不慮の災厄に対して、

弔意または慰籍。 

（５） その他役員会で定めた事業。 

第 13条 本会は、大学の発展に寄与する次の助成事業

を行うことができる。 

（１） サークルへの助成。 

（２） 記念事業への助成。 

（３） その他の助成。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 7章 会 計 

第 14条 本会の経費は、入会金・年会費・寄付金及び

その他の収入をもってこれに充てる。 

第 15条 正会員は、入会金及び年会費を納入しなけれ

ばならない。 

  ２．入会金の納入は、原則として富山県立大学また

は富山県立大学大学院工学研究科入学時とす

る。（但し、富山県立大学大学院工学研究科入

学生のうち富山県立大学より進学の者は除

く。）尚、すでに納入した入会金はこれを返還

しない。 

  ３．大学院進学者は年会費を１/２に減免される。 

 ４．入会金及び年会費は細則で定めるものとする。 

第 16条 毎年の決算は会計監査を受けなければならな

い。 

  ２．予算及び決算は、総会で承認を受ける。 

第 17条 本会の会計年度は、毎年 7月 1日に始まり翌

年 6月 30日に終わる。 

第 8章 支部及び分会 

第 18条 本会は、各地に支部及び分会を置くことがで

きる。 

第 19条 本会は、支部及び分会の活動に対し支援を行

うことができる。 

第９章 役員会の申し合わせ事項 

第 20 条 本会の会則、細則に定めのない事項につい

ては、役員会において審議し、申し合わせ事項として、

次期総会まで運用する。 

 

 

附 則 この会則は、平成 18 年 10 月 1 日から施行す

る。 

附 則 富山県立大学工学部同窓会と千瓢会（短大部同

窓会）を合併し、平成 17 年 10 月 1 日より富

山県立大学同窓会とする。 

 

平

平成 18年 10月 1日  制  定 

平

平成 24年 10月 28日  一部改訂                   

平

平成 26年  8月 15日  一部改訂 

平

平成 27年  8月 14日  一部改訂 

 

 

第 14条 本会の経費は、入会金・寄付金及びその

他の収入をもってこれに充てる。 

第 15条 正会員は、入会金を納入しなければなら

ない。 

 

 

 

 

 

 

←（削除） 

３．入会金は細則で定めるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（追加）令和元年８月 11日  一部改訂 



細 則  

入会金は、１０，０００円とする。 

年会費は、２，０００円とする。 

 

入会金は、２０，０００円とする。 

←（削除） 

 




